
医療費は、健康保険組合が 8割（小学校入学年度以降は 7割）を負担し、残りの 2割（小学校入学年度以降は

3割）は受診した皆さまの自己負担となりますが、市区町村が補助を行っているため自己負担がありません。 

窓口での負担はないものの、健康保険組合には医療費として請求されています。 

不要な受診・投薬を繰り返すと、健康保険料率の引き上げに繋がります…！！ 

   

お子さんが医療機関を受診、薬局で薬をもらうとき、会計時に支払がないことがあります。 

そのため、子供の医療費は「無料」と認識されがちですが、医療費は発生しています。 

【図】子供医療費の負担割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大王製紙健康保険組合の子供医療費推移 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

2020 年度は、新型コロナウイルス禍による受診控えにより件数・医療費ともに減少しました。しかし、当健保組合の

医療給付費の内、年間約 4.5 億円が子供医療費として支出されています。診療明細書(レセプト)の中には、同疾病で複

数の病院受診(はしご受診)や時間外受診している明細が散見されます。皆様ができる医療費節約を実践していただき、

医療費低減に向けたご協力をお願いします。 

※皆様が納める保険料から 

支払われます。 ８割 

自己負担分：2割 

（小学校入学年度以降は3割） 

２割 

※一部、市区町村から助成が 

受けられます。 

   


